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る学生

本学の に き、 れた医学研究者や医療人となるのに必 な学 ・能力・ 能を する

を持ち、高度な医学研究能力の に に、また を持 て取り 、 の な人 を

ている。

１．医学・医療・生命科学や、医学と との 合 において、科学の 究を通して医学・医

療の ・ に し、社会に したいとい を持つ者

２．国際的 を持ち、 的に し とい る者

３．生命に対する の 持ちを し、 たる を する者

４． 学の い で、 のた のリーダーとして し とい の る者

入学者選抜の 本方

・先端医学研究者コース・高度医療人コース・学際的医療人コース

１．医学・医療・生命科学や、医学と との 合 に けて、 の 知 と 考能力を

「医学・生命科学一般」の試験を実施する。

２．国際的 と 力を 「外国語（英語）」の試験を実施する。

３．研究 、 性、 等を 認する面接試験を実施する。

・ＮＣＤ疫学リーダーコース

１． 性 （ＮＣＤ） のた の 知 を 「小論文」の試験を実施する。

２．国際的 と 力を 「外国語（英語）」の試験を実施する。

３．研究 、 性、 、語学力等を 認する英語に る面接試験を実施する。

４．ＮＣＤ に する 、 験、語学力を 認する 出書類に り評価する。

大学 医学 研究科 医学 では、 ィプ ・ リシーに定 る高度な知 ・ ・能

力を するた 、 のとおり教育 を します。

１．教育 の の方

通科目（またはコ ）では、医学研究者として必 な 的知 と研究 を する

とともに、医学 、生命 、研究 についての な知 と を する。

選択科目では、 における研究 の 、 、実 に り、 先端の知 と研究

を し、 して研究を 行できる能力を する。

２．教育 における教育・学 方法に する方

（１）１ ４コースとする とで、す ての大学 当教 に る 的で 機的な教育・研究

とする。また、 教 とする。

（２）先端医学研究者コース・高度医療人コース及び学際的医療人コースには、 通科目と選択科

目をおく。

通科目としては の 科目を学 する。

医学総合特論及びテ カル ーでは、医学研究者として必 な 的知 と研究

を する。

アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）
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医学生命 学 論では、医学 、生命 、研究 についての な知 と

を する。

疫学・医療 計学 論では、医学研究にと て必 な疫学・ 計学の知 を する。

と の 合 ーでは、 と の を えた知 と考え方を学 。

選択科目では、 の 先端の知 と研究 を学 し、 して研究を 行できる

能力を する。

（３） コース に の特 るコース科目を ける。

先端医学研究者コースでは、先端的で特 る研究に れる機会を けるとともに、研

究 の や 先端の研究 法を し、 して研究を 行できる能力を する。

高度医療人コースでは、 研究に 点を き、医療 学や法 学を学び、医療 場

でリーダーとして できる能力を育 する。さ に 医としてふさわしい医療 を

させ、 医の資格取 を する。

学際的医療人コースでは、医学に加え 学や 学等、学際的な知 と研究方法を教 し、

学 の場で できる能力を する。

ＮＣＤ疫学リーダーコースでは、 性 （ＮＣＤ）の疫学・ 疫学・ 生

を させ、ＮＣＤ のた に 学の において国際的に するリーダーを

する。科目は、コ 、 及び実 に 類される。実 には、学外での ン ー

ンシップも まれる。

３．学 の評価の方

学 の は、シ スに された学 目 について、試験及び ー 等、 面的な評価

方法に り を 的に評価する。

研究の については、 ３学 に ス ー に る研究 力試験（ )を行い評

価し、研究 計 書の点検を行 。

学 論文の 査は、 格性と 性を するた に で行い、知 、能力、 性等につ

いて評価する。

大学 医学 研究科 においては、教育目 に定 る人 を育 するた 、所定の 間 学

し、必 な を の え、 査及び試験に合格し、 のとおり れた知 と能力を身につけた学

生に学 （医学 ： （医学））を します。

１．医学研究者として必 な 的知 と研究 を身につけている。

２．医学 、生命 、研究 についての な知 と を身につけている。

３． して研究を推 し、 に けて研究 を する と できる。

４．医学研究や医療の推 を通 て社会に する と できる。  

． れに加え、コース に の能力を する とを の とする。  

（１）先端医学研究者コースでは、 先端の 的知 を持ち、 学におけるリーダーとして国

際的に できる。

（２）高度医療人コースでは、 医としてふさわしい知 と医療 を持ち、医療 場でリー

ダーとして できる。

（３）学際的医療人コースでは、医学と を 合する学際的知 と研究能力を備えている。

（４）ＮＣＤ疫学リーダーコースでは、疫学・ 疫学の研究能力と 学の でリーダーとな

る 場力を持ち、英語に し国際人として できる。

・ ポ リ シ ー （ 課 程 の の に 関 す る 方 針 ）
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医学 ３０名

（社会人入学に る者を ）

「 ん 医 人 コース」及び「Forensic Generalist, Forensic Specialist コース

（ で する法医 医・法 科医 コース）」の詳細については、別添の学生 を参

照してください。

（備考） のままで 学を希望する社会人に対して、大学 １４ に る 教育方法の特 を

適用し、「 間 の 特定の時間 は時 において は研究 を行 等の適当な方法に る」教

育を取り入れています。

１．大学の医学 医学科、 学 は 限６ の薬学、 医学を する を した者及

び ６ ３月までに 込みの者

２．外国において、学 教育における１ の （医学、 学、薬学 は 医学を する

を ものに限る。）を した者及び ６ ３月までに 込みの者

３．外国の学 行 通 教育における 科目を 国において する とに り当該外国の

学 教育における１ の （医学、 学、薬学 は 医学を する を ものに限る。）

を した者及び ６ ３月までに 込みの者

４． 国において、外国の大学の （ の 者 当該外国の学 教育における１ の

（医学、 学、薬学 は 医学を する を ものに限る。）を したとされるものに

限る。）を するものとして当該外国の学 教育 度において 付け れた教育施 で て、

文 科学大 別に 定するものの当該 を した者

． を した者 は の学 を する者と 等 の学力 る者で、大学の医学、

学、薬学 は 医学を する を した者と 等 の学力 ると認 れる者等

３０ ４月 日文 ３ 及び 月１日文 118 に り文 科学

大 の 定した者

６． 限 ６ の大学（医学、 学、薬学 は 医学を する に限る。）に４

学し、当該大学を していない者で て、所定の を な で したと本学大学

認 た者

．外国において学 教育における１６ の （医学、 学、薬学 は 医学を する を

ものに限る。）を した者、外国の学 行 通 教育における 科目を 国におい

て する とに り当該外国の学 教育における１６ の （医学、 学、薬学 は 医学

を する を ものに限る。）を した者、 は 国において、外国の大学の （

の 者 当該外国の学 教育における１６ の （医学、 学、薬学 は 医学を する

を ものに限る。）を したとされるものに限る。）を するものとして当該外国の学

学 生 募 集 要 項

・先端医学研究者コース
・高度医療人コース

（ 「 ん 医療人 コース」及び「 Forensic
Generalist, Forensic Specialist コース（地域で活
躍する法医臨床医・法歯科医養成コース）」を ）

・学際的医療人コース
・ＮＣＤ疫学リーダーコース
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教育 度において 付け れた教育施 で て、文 科学大 別に 定するものの当該

を した者で て、所定の を な で したと本学大学 認 た者

．本学大学 において、個別の入学資格 査に り、大学（医学、 学 は 限６ の薬学、

医学を する に限る。）を した者と 等 の学力 ると認 た者で、 ６

３月３１日において２４ に している者

（ ） 入学 る者 の れ に する者 に に 入学

の 学する の れる者 す

の れ の に する者 ー

１．出願 間

（ ） （ ）

２．出願書類の 出先及び照会先

520-2192

学 入 課入学   077-548-2071（ ）

３．出願書類等（ は本学所定の用 ）

書  類  等 備          考

1 入学志願票 志願票の「 入 の 」を参照の え、 入してください。

2 書

出身大学（学 ） 日本語または英語で し、 したもの。本

学 （ 込）者は不 です。なお、大学 （ 込）者

は、出身大学 （研究科）の し した 書も せて

出してください。

3 
書 は

込 書

出身大学（学 ） 日本語または英語で したもの。本学

（ 込）者は不 です。

なお、大学 （ 込）者は、出身大学 （研究科）の

した （ 込） 書のみを 出してください。

4 
検定料 付 認書

（ に 込み）

入学検定料 30,000 を、検定料 込用 （本学所定の用 ・ に

込み）を使用し、 １０月１１日（ ） １０月３１日（ ）

の 間に 行で 込んだ 、 受 受

5 受験票・ 票
（３ 月 内に した 面 身、 、 ４ ３cmの

もの）を に 付してください。

6 受験票送付用 入 344 の

7 て名票  
合格通知を受ける 先を 入してください。 は、は さないで

ください。

8 所 の受験許可書

に大学 に 学中の者（ ６ ３月までに 込の者は除

く。）及び 、医療機 、会社等に 中の者のみ。(本学に

中の者は不 です。)（別添 式 参照）

− 4−



書  類  等 備          考

9 英語小論文 ＮＣＤ疫学リーダーコースを選択した者のみ該当   Form A

10 英語能力評価 ＮＣＤ疫学リーダーコースを選択した者のみ該当   Form B

11 推薦書  

ＮＣＤ疫学リーダーコースを選択した者のみ該当   Form C

出身大学の教 は研究所、医療機 等の 者 し、 し

たもの。

（ ）１．ＮＣＤ疫学リーダーコースを選択した者は、出願書類の 9～11（Form A～C）を本学 ン ーネッ

ームページ https://www.shiga-med.ac.jp/admission/graduate/requirements ダ ン

ー し、使用してください。1～8の書類については、 コース 通です。

２．出願 における 項の は認 ません。また、受 した出願書類は、 のい んに

わ ず できません。

３．出願資格 査を受ける場合、 の出願書類等の ち当該 査のた の 書類と するも

のについては、合わせて１通（ ）の 出で いません。

４．出願書類に の をした者については、入学 で ても入学許可を取り消す と り

ます。

４．出願方法

(1) 送の場合

出願書類等を取りまと 、 の に ・ してください。

(2) 持参の場合

４ページの「出願 ２の 出先」に持参してください。

受付時間は、 時 時までです。

． 教 との出願 の （必 ）

志望するコースな の 定のた 、 を希望する教 （１ ～２６ページ参照）と出願 （出願

資格 査を受ける者は ）に必ず をしてください。

の場合、本学の代 電 （電 077-548-2111）を する 、 るいは 接、教 と をと

てください。

６． 項

(1) 受験票は、 １１月２０日（月）までに、志願者 に 送します。１１月２２日（ ）

までに しない場合は、４ページの「出願 ２の照会先」まで してください。

(2) を する等、受験 及び 学 の配 を必 とする可能性 る場合は、出願に先 ち４

ページの「出願 ２の照会先」まで し出てください。

(3) 入学検定料 該当者 の きについて

入学検定料 の該当者は のとおりです。 に該当しない者は の を わず

は行いません。該当する者は、４ページの「出願 ２の照会先」 １１月２ 日（ ）

までに し出てください。

検定料を い込んだ 出願しな た（出願書類等を 出しな た は出願 受 され

な た）者

検定料を て に い込んだ者
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書  類  等 備          考

9 英語小論文 ＮＣＤ疫学リーダーコースを選択した者のみ該当   Form A

10 英語能力評価 ＮＣＤ疫学リーダーコースを選択した者のみ該当   Form B

11 推薦書  

ＮＣＤ疫学リーダーコースを選択した者のみ該当   Form C

出身大学の教 は研究所、医療機 等の 者 し、 し

たもの。

（ ）１．ＮＣＤ疫学リーダーコースを選択した者は、出願書類の 9～11（Form A～C）を本学 ン ーネッ

ームページ https://www.shiga-med.ac.jp/admission/graduate/requirements ダ ン

ー し、使用してください。1～8の書類については、 コース 通です。

２．出願 における 項の は認 ません。また、受 した出願書類は、 のい んに

わ ず できません。

３．出願資格 査を受ける場合、 の出願書類等の ち当該 査のた の 書類と するも

のについては、合わせて１通（ ）の 出で いません。

４．出願書類に の をした者については、入学 で ても入学許可を取り消す と り

ます。

４．出願方法

(1) 送の場合

出願書類等を取りまと 、 の に ・ してください。

(2) 持参の場合

４ページの「出願 ２の 出先」に持参してください。

受付時間は、 時 時までです。

． 教 との出願 の （必 ）

志望するコースな の 定のた 、 を希望する教 （１ ～２６ページ参照）と出願 （出願

資格 査を受ける者は ）に必ず をしてください。

の場合、本学の代 電 （電 077-548-2111）を する 、 るいは 接、教 と をと

てください。

６． 項

(1) 受験票は、 １１月２０日（月）までに、志願者 に 送します。１１月２２日（ ）

までに しない場合は、４ページの「出願 ２の照会先」まで してください。

(2) を する等、受験 及び 学 の配 を必 とする可能性 る場合は、出願に先 ち４

ページの「出願 ２の照会先」まで し出てください。

(3) 入学検定料 該当者 の きについて

入学検定料 の該当者は のとおりです。 に該当しない者は の を わず

は行いません。該当する者は、４ページの「出願 ２の照会先」 １１月２ 日（ ）

までに し出てください。

検定料を い込んだ 出願しな た（出願書類等を 出しな た は出願 受 され

な た）者

検定料を て に い込んだ者

１．選抜方法

学力検査、面接及び出願書類を総合して選抜します。

なお、社会人入学希望者に対して別途社会人特別選抜は行いません。本試験にて選抜します。

２．学力検査等の日時・項目等

月  日 時  間

コース名、学力検査等及び配点

先端医学研究者

高度医療人

学際的医療人

ＮＣＤ疫学リーダー

１１月３０日(木) 

１０:００～１１:３０
外 国 語

（英 語）
120点

外 国 語

（英 語）
50点

１２:３０～１３:３０
医学・生命

科学一般
120点 小論文 50点

１４:００～
面  接

（個 人）
*1 

面 接

（個 人）
*2 *3

＊１：先端医学研究者コース・高度医療人コース及び学際的医療人コースを選択した者の面接は、

教育者及び研究者となるにふさわしい資質や適性について段階評価を行い、総合判定に加味

します。

＊２：ＮＣＤ疫学リーダーコースを選択した者の面接は、英語で実施し、本コースの学生になるに

ふさわしい資質や適性等について評価します。

＊３：ＮＣＤ疫学リーダーコースを選択した者の面接と出願書類（英語小論文、英語能力、推薦書）

の配点は、合計で 140点となります。

（備考）１．学力検査に使用できるのは、黒鉛筆（シャープペンシル可）、鉛筆削り（電動式を除く）、

消しゴム、メガネ、時計（計時機能のみ）、目薬、ハンカチ、ティッシュペーパー（中身だ

け取り出したもの）に限ります。

２．「外国語（英語）」には、辞書（電子辞書類を除く）の持ち込みを許可します。ただし、

医学辞書等は不可とします。

３．「医学・生命科学一般」の出題範囲等については、別添資料を必ず参照してください。

４．先端医学研究者コース・高度医療人コース及び学際的医療人コースを選択した者で、出願

資格６に該当し、認定された志願者は「医学・生命科学一般」に代えて「小論文」とします。

３．場所

滋賀医科大学（１０ページの「学内の略図」を参照してください。）

詳細については、受験票送付時に通知します。

方
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（ ） （ ）

本学 ン ーネッ ームページ（https://www.shiga-med.ac.jp/admission/graduate/result）

において合格者の受験 を します。

なお、合 についての電 に る い合わせには一 お えできません。

１．日 時

・ の

（ ）

・ の

（ ） （ ）

送の場合は、 ６ ３月 日（木） 時までに ２ してください。

２． 場所（ 送先）

520-2192

学 入 課入学   077-548-2071（ ）

３． 付 等

(1) 入学料 ２ ２ ０００

(2) 料 定（参考： 度 ２６ ００ （ ） ３ ００ ）

定としている 料の 及び 付の詳細については、合格者に別途通知します。

の 料は、 は本学所定の 込 書に り ６ 月中に 付してい

ただく とになります。

料については、 を 付する と できます。

料 学中に 定された場合は、 定時 しい 料を適用します。

４． 付 の 等

入学料及び 料には 及び の 度 り、 れに する 等については、合格者に

別途通知します。

ただし、 は の 合に り、実施されない場合 りますので、学資 の計 を に 検

ください。

． 出書類等

入学 に必 な書類や の 詳細については、合格通知書を送付する際にお知 せします。

６． 項

(1) 入学 には、受験票 必 ですので、 しない に してください。

(2) の 限までに入学 を しない場合は、入学辞 者として取り います。

者

入 学
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者

入 学

出願資格 のいずれ に り出願し とする場合は、 に り出願資格の認定を受けてくだ

さい。

１． 書類

(1) 出願資格 の場合は、 の

 (2) 出願資格６、 の場合は、 の

(3) 出願資格 の場合は、 の 及び

出願資格認定 査 書（本学所定の用 ）

れ の研究 題及び研究計 （ ４判用 に り 1,200 度）

書（出身大学(学 ) 日本語または英語で し、 したもの。なお、大学

( 込)者は、出身大学 (研究科)の し した 書も せて 出し

てください。) 

査 通知用 ： ３ に 所・ 名を し、344 の を 付したもの

推薦書（出身大学（学 ） 等 したもの。ただし、ＮＣＤ疫学リーダーコースを選択し

た者については、本学所定の用 Form Cに り してください。）

学大学の教育 （ ）及び 計 書 シ ス （ ）

推薦書（研究所・医療機 等の 者 したもの。ただし、ＮＣＤ疫学リーダーコースを

選択した者については、本学所定の用 Form Cに り してください。）

２． 間

（ ） （ ） （ ）

３． 書類の 出先

４ページの「出願 ２の 出先」と です。

なお、 送する場合は とし、 の の に 学 課程

してください。持参する場合の受付時間は、 時 時までです。

４．資格 査

資格 査は、 出された 書類に り行います。ただし、必 に 面接を行 と り、

の場合は、 て 者に通知します。

． 査

査 の通知は、 （ ）までに、 者 に 送します。

出願資格「 」と認 れた場合は、本 項に定 る出願 （４ページ参照）を行 てください。
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本学 入学者選抜を通 て取 した個人 については、 のとおり取り いますので、

ください。

１．個人 については、「個人 の に する法 」及び「国 大学法人滋賀医科大学個人

」に いて取り います。

２．出願書類等に された 名、 所 の の個人 については、 入学者選抜（出願 、選

抜実施）、 合格 、 入学 を行 た に 用します。

３．入学者選抜に用いた試験 は、 の入学者選抜方法の検 資料 のた に 用します。

４．出願書類等に された個人 は、入学者のみ 教 （学 、 学 等）、 学生

（ 、 学 等）、 料 に する を行 た に 用します。

の
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の

駐車場

保  安  林

正門

体育館

東門

「滋賀 リー 」 ス

西
門▲

駐車場

「医大西門」バス停

駐 車 場

グラウンド

「大学 」 ス

保  安  林

入 課入学

学 の

滋賀医科大学龍谷大学

立命館大学

瀬田東インター

瀬田駅
京滋バイパス

国道１号線

名神高速道路

交 通 機 関
南草津駅

文化ゾーン

草津田上インター

瀬田西インター

医大西門

東大津高校

東海道新幹線

ＪＲ東海道本線

●ＪＲ東海道本線（琵琶湖線）瀬田駅前から「大学病院」行き

路線バス 「医大西門」下車 （所要時間約 15 分）

一 般 教

・ 実

研 究

・ ン ー

図書 ・ ルチメ ィ ン ー

学 科
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学

大学 医学 研究科 医学 は、医学の において、 して 的研究 動を行 のに必

な高度の研究能力と の となる な学 及び人間性を備えた れた研究者及び医療人を育 し

せて医学の と社会 の に する と できる人 の育 を目的とします。

・ １ 、４コースに り されています。

・ 高度医療人コースに「 ん 医療人 コース」及び「Forensic Generalist, Forensic Specialist

コース（ で する法医 医・法 科医 コース）」を しています。

医学

本 では、 な学 と医学 般に る い知 を とし、先端的で特 る研究を 行できる、医学研

究者及び高度医療人 医学と 学、医学と テ ジーの な学際的知 と研究能力を 備えた人

な学 と人間性お び高い を備えた れた医 お び医学研究者の育 を目的として、４つのコース

を けています。

先端医学研究者コース

： 医学 医学まで医学の に する医学研究を行い、 論文を して学 の取 を目 します。

医学研究者として して 的研究 動を行 のに必 な高度の研究能力と の となる な学 と

お び人間性を備えた れた研究者

なる と 性を し、 医学 医学まで医学 の 題の に する 的な人

の育

国際的に できる 先端の知 と研究能力を する医 /医学研究者の育

高度医療人コース

： 医取 を目 しな 、 として 研究を行い、 論文を して学 の取 を目 します。

れた研究能力に加えて高度な を 備え、高い と人間性を する高度医療人

の 場での 題を研究に生 すとともに、研究の を 医学に生 して、 しい 法や 療法の

成

医学

先端医学研究者

コース

高度医療人

コース

学際的医療人

コース

ＮＣＤ疫学リーダー

コース

コース

Forensic Generalist, 

Forensic Specialist

コース（ で する法医

医・法 科医 コース）
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れた研究能力に加えて高度な を 備え、高い と人間性を する高度医療人

の 場での 題を研究に生 すとともに、研究の を 医学に生 して、 しい 法や 療法の

成

医学

先端医学研究者

コース

高度医療人

コース

学際的医療人

コース

ＮＣＤ疫学リーダー

コース

コース

Forensic Generalist, 

Forensic Specialist

コース（ で する法医

医・法 科医 コース）

につな る医学研究の を目 す

研究に 点を くとともに、医療 や法 論を学び、医療 場でリーダーとして できる人 を育

学際的医療人コース

： 医学と との 合に る しい学 の や医療 ーシ ンに する研究を行い、 論文を

して学 の取 を目 します。医学 外の出身者に配 した 科目を しています。

医学、 学、 テ ジーな 、 の学 の を えた学際的な知 と高い研究 を する

とともに医療人として高い と人間性を 備えた研究者

学際的な知 と研究能力に て医学・医療の の ーシ ンを 人

医学と 医学に する い知 に加え、学際的な と研究能力を し、大学・ 等の研究所で

できる研究者

ＮＣＤ疫学リーダーコース

： 性 （Non-Communicable Diseases、NCD）に する研究を行い、 論文を して学 の取 を目

します。

性 （ＮＣＤ）に する医学的知 、疫学方法論、生 計学の高度な 、 の 生 に

対する 力を 備えたリーダーの育

英語コ ュ ーシ ンに し、論 的 論 できる ー ルリーダーの育

大 疫学研究、国際 研究を 験し、一 の研究能力をもつ カ ッ リーダーの育

や 医療行 機 で する 場力をもつリーダーの育

別 １のとおり。

ただし、「 ん 医療人 コース」については別添の「 ん 医療人 コース 学生 」、「Forensic

Generalist, Forensic Specialist コース（ で する法医 医・法 科医 コース）」について

は、別添の「Forensic Generalist, Forensic Specialist コース（ で する法医 医・法 科医

コース） 学生 」のとおりとします。

別 ２のとおり。

先端医学研究者コース・高度医療人コース・学際的医療人コース

１． １～３学 において、「 教育 」（コース 通科目）の必 科目 １４ 、「コース科目」の

必 科目（先端医学研究者コース、高度医療人コース及び学際的医療人コース） ４ 、「実 科目」

１２ を し、合計３０ を するものとします。

２． ３・４学 においては、 教 の で、研究 題に した研究 を受けるとともに、 的な研究

動に し、研究者として して 的な研究 動を行 た に必 な高度の研究能力と の と

及び

教 の

方
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なる な学 を います。

３．「 ん 医療人 コース」については別添の「 ん 医療人 コース 学生 」、「Forensic

Generalist, Forensic Specialist コース（ で する法医 医・法 科医 コース）」につ

いては、別添の「Forensic Generalist, Forensic Specialist コース（ で する法医 医・

法 科医 コース） 学生 」のとおりとします。

ＮＣＤ疫学リーダーコース

１． １～４学 において、コ の必 科目 １ 、 の選択必 科目 ２ 、実

の必 科目 、選択科目 ２ を し、合計３０ を するものとします。

なお、カリ ュ ムは する場合 ります。

２． ２学 、 教 の の 、研究 題に した研究 を受けるとともに、 的な研究 動

に し、研究者として して 的な研究 動を行 た に必 な高度の研究能力と の となる

な学 を います。

大学 医学 研究科 医学 においては、大学 14 「教育方法の特 」を適用し、

者 する となく 学し、教育・研究 を受ける と 可能になる 、 間だけでなく 間 の

特定の時間 は時 に ・研究 を行 配 しています。

１． 限は４ を とします。

２．学 の 類は、 （医学）とします。

３．学 は、大学 に４ 学し、 の 方法に り３０ を 、 つ、研究 力試験

（Qualifying Examination、QE）に合格し、 論文 に必 な研究 を受けた え、論文 査及び

試験に合格した者に します。ただし、３ 学し、 て れた研究 を 、所定の を

たした場合には 学 間 ４ で ても学 を する と ります。

学

教 育 方 の
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学

教 育 方 の

別 １

を

行 選択・必

実

医学総合特論 １ ２ 3

医学総合特論 １ ２ 3

テ カル ー １ ２ 2

医学・生命 学 論 １ ２ 1

疫学・医療 計学 論 １ ２ 1

と の 合 ー １ ２ 2

と の 合 ー １ ２ 2

パ ー １ ２ 2

先端医学研究 法 １ ２ 2

医学研究総論 １ ２ 2

疫学・医療 計学 １ ２ 1

医療 学法 総論 １ ２ 1

医療学 １ ２ 1

ム ンス １ ２ 1

ン ティ ス １ ２ 1

学総論 １ ２ 1

細 生 学実 １ ３ 2

細 生 学実 １ ３ 2

生 学実 １ ３ 2

生 学実 １ ３ 2

細 学実 １ ３ 2

細 学実 １ ３ 2

子 学実 １ ３ 2

子 学実 １ ３ 2

子細 生 学実 １ ３ 2

子細 生 学実 １ ３ 2

子 学実 １ ３ 2

子 学実 １ ３ 2

学実 １ ３ 2

学実 １ ３ 2

学・ 疫学実 １ ３ 2

学・ 疫学実 １ ３ 2

子薬 学実 １ ３ 2

子薬 学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

法医学実 １ ３ 2

法医学実 １ ３ 2

学実 １ ３ 2

学実 １ ３ 2

内科学実 １ ３ 2

内科学実 １ ３ 2

消 内科学実 １ ３ 2

消 内科学実 １ ３ 2

選 択

医学 先端医学研究者コース、高度医療人コース、学際的医療人コース
科目及び

科 目
科 目 名

通
教育 必

コ
ー

ス
科
目

先端医学研究者
コース

必

高度医療人
コース

必

学際的医療人
コース

必

通

実

科
目

-14 -− 14−



別 １

を

行 選択・必

実

科 目
科 目 名

内科学実 １ ３ 2

内科学実 １ ３ 2

内 代 ・ 内科学実 １ ３ 2

内 代 ・ 内科学実 １ ３ 2

内科学実 １ ３ 2

内科学実 １ ３ 2

小 科学実 １ ３ 2

小 科学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

科学実 １ ３ 2

科学実 １ ３ 2

消 ・ ・小 ・一般外科学実 １ ３ 2

消 ・ ・小 ・一般外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

科・ 外科学実 １ ３ 2

科・ 外科学実 １ ３ 2

科学・ 人科学実 １ ３ 2

科学・ 人科学実 １ ３ 2

科学実 １ ３ 2

科学実 １ ３ 2

科学実 １ ３ 2

科学実 １ ３ 2

学実 １ ３ 2

学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

科 外科学実 １ ３ 2

科 外科学実 １ ３ 2

検査医学実 １ ３ 2

検査医学実 １ ３ 2

中 療医学実 １ ３ 2

中 療医学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

プ リ・ 医学実 １ ３ 2

プ リ・ 医学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

実

科
目

通 選 択
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別 １

を

行 選択・必

実

科 目
科 目 名

内科学実 １ ３ 2

内科学実 １ ３ 2

内 代 ・ 内科学実 １ ３ 2

内 代 ・ 内科学実 １ ３ 2

内科学実 １ ３ 2

内科学実 １ ３ 2

小 科学実 １ ３ 2

小 科学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

科学実 １ ３ 2

科学実 １ ３ 2

消 ・ ・小 ・一般外科学実 １ ３ 2

消 ・ ・小 ・一般外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

科・ 外科学実 １ ３ 2

科・ 外科学実 １ ３ 2

科学・ 人科学実 １ ３ 2

科学・ 人科学実 １ ３ 2

科学実 １ ３ 2

科学実 １ ３ 2

科学実 １ ３ 2

科学実 １ ３ 2

学実 １ ３ 2

学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

科 外科学実 １ ３ 2

科 外科学実 １ ３ 2

検査医学実 １ ３ 2

検査医学実 １ ３ 2

中 療医学実 １ ３ 2

中 療医学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

医学実 １ ３ 2

プ リ・ 医学実 １ ３ 2

プ リ・ 医学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

外科学実 １ ３ 2

実

科
目

通 選 択

-15 -

別 １

を

行 選択・必

実

科 目
科 目 名

薬 学実 １ ３ 2

薬 学実 １ ３ 2

学実 １ ３ 2

学実 １ ３ 2

薬 学実 １ ３ 2

薬 学実 １ ３ 2

科学研究実 １ ３ 2

科学研究実 １ ３ 2

実験動 学実 １ ３ 2

実験動 学実 １ ３ 2

疫学研究実 １ ３ 2

疫学研究実 １ ３ 2

生命 学実 １ ３ 2

生命 学実 １ ３ 2

生医療学実 １ ３ 2

生医療学実 １ ３ 2

方法
、 、 において、 コース 通必 科目 、コース科目の必 科目 、実 科目

、計 を するものとする。

実

科
目

通 選 択
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別 １

実

生学 論 1 2

医療行 論 2 2

疫学研究 論 1 2

試験 論 1 2

生 計学 論 1 2

疫学総論 1 必

社会疫学総論 2 2 選 択

ジ 文 ・ の 1 2

法と 2 2

N
C
D

ス 総論 1 2

医学 医療 の 2 2

医学 1 1

研究計 の 2 必

学外研究機 研 2 2

研 2 2

ジ ・ ィール ー 3 2

学外 者 行 3 必

方法

選択・必

医学 疫学リーダーコース
科目及び

ス
科 目 名

を行

コ

生
ス 必

医
学

計
ス 必

N
C
D
疫
学

ス

国
際

ス 必

選択必

ス

実
選 択

１ 、２ 、３ 、４ において、コ の必 科目 １ 、 の選択必 科目
２ 、実 の必 科目 、選択科目 ２ を し、合計３０ を するも

のとする。

-17 -
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別 ２

（ 月１日 ）

所 ・ 等 名 名 な研究内 等

１． 質、 、 面の研究

２． 法の

３． テー の医学 用

１． 質や 面、 テリ ルの 性研究

２． 法、 法、 法を 使した 料 性研究

３． 科学、 、 、医療に資する 研究

４．科学教育に する研究

１． 子 学を とする医用 料の

２． な 子 ーお び の

３．合 学的 法に く 医薬の

１． 疫細 の生 内 動の 子機 の

２．リンパ の ・ 機 の と の 法の

３．細 格 ンパ 質に る 疫 機 の

１． 疫代 と ッ スシ ルに る 疫 の

２． 性 性 細 の 機 の と の 疫 療

の 用

３． リンパ 特 的 疫 機 の

学 教 子 １． の 点を持つ代 の研究

１． 間認知と 語

２． 性

３． 語 認知

１．生命 に する国際 研究

２ 医学・ 英語教育に する研究

１．中国 の人類学的研究

２． の人類学的研究

３． の と 行に する人類学的研究

１．行動における 内リン 質の機能の

２． 生 わる ルコール性 性 の 機 の

３． の と 機能の研究

１． の 子

の

２． ルコペ の に する 子の機能

１． 機 の

２． 細 の 持と細 機 の

３． ル動 の

１． にともな 細 お び の 性 機 の

２． 性 の ーカーの

３． 機 の

１． 細 の 生・ 持・ のメカ ム

２．中 の 生 略

３． の

１． ジ ネティッ な 子 と ん の 機

２． 高 に る 子 と ん の 機

３． 細 を用いた ん特 的 細 の 生

１． 疫細 の 受 子 の 子 機

２． 疫細 の 生を する 子の 機

１． ん、 におけるシ ル 機 と 子

２．細 接 の 子機

１ ん、 性 における 細 間コ ュ ーシ ンと

シ ル 機

２． 類 ルの と の

１．消 学

２． 学

１ 性消 の 可能性についての研究

２．合 に く 療の研究

教

学 人 学

教

教

教 の な研究内 等

教

生命科学

学

目教

教

学 教

子

生 学

教 大

人

医療文 学

の教 は ３月に、 の教 は ３月に定 を えます。

を希望する場合は、 な 必 です。

生 学・
子生 学

文 人類学

英語

学

教

教

教

生 機能 学

特 教

教

教

教

小

学

学

教 等

子生 学

子 生 学

教

教

教

生 学 合 生 学

内

加

− 18−



別 ２

（ 月１日 ）

所 ・ 等 名 名 な研究内 等

１． ン ル ン ルス及び コ ルスに対する

チンお び 療薬の

２． ル ルを用いた 子 と の研究

３．カ ルを用いた 疫 の研究

１． 類 ルを用いた 学的、 疫学的研究

（特に 、 、 について）

１． ん 子の生 機能

２． 性 の

１． ンパ 質細 外 メ ン の 子機 お び

生 学的 の

２． コ ュ ー ーに る代 機 の

３． 、 ん、 性 におけるメ ペプチダー の

の

１． 機能プ テ ー に る 機

２． 性 における ーカーの 用性の検

３． と 小 生におけるプ テ ー の

４． ル ハ ー におけるプ テ ー の

１． 性 格 の

２． 者の 生（ ）

３． 療と の

４． 者・ 者の社会的 と

１． 通外

２． の

３．外 の 医学

１．法医中 、 中 、 用薬 の生 用

２．法医 、

３． の に る医療機 外

１． 性 の 行

２．動 性 の一 ・

３． 適 療法

１． 電 生 学の研究

２．不 の 療法の

３． 電 のシ ュ ーシ ン研究

１． 不 の

２． 高 の 療に する研究

３． ーシスの 療に する研究

１． の と機能に する研究

２． における と機能に する研究

１． の 生 に する研究

２． 性 性 の 生 と 療に する研究

１． お び 性 における に する研究

２． における ス

１． 疫 の 性 の

２． 内 生 の 性 の

３． カ ン の 性 の

１． 細 における 疫 の機

２． 性 の 子の 定

３． 疫細 療法の

１． 性 の

２． 性 の

３． 学

の教 は ３月に、 の教 は ３月に定 を えます。

を希望する場合は、 な 必 です。

中

教

教

内 内科、
内科

（ 定教 ）教

教

小

教

中

法医学

生学

内科

教

内科 教

教

中

一

照 代

教

教

特 教

薬 学

学

大 子教

生 学

教

学

教

英一

教

消 内科

内科学
（内科）

社会医学

内科

− 19−



別 ２

（ 月１日 ）

所 ・ 等 名 名 な研究内 等

１． の に わる の

２． ン チンを 代 における消 の の

３． ン ルハンス における 細 の 生 学

４． 合 のコ ー 研究

１． 性 の 子 的 療

２． 性 の細 生 学的

３． の 的

４． の 子

． リハ リテーシ ンと 機能

１．細 及び 的 に る 子 療法の

２． 細 のリプ ン に る 生 療 の 用

３． 細 と との 性

１． 学における電

２． リハ リテーシ ンと 機能

１． 性 の 子 学的研究

２． ル ン 子 と薬 代 に する研究

３．先 性 機能 の 子 学的研究

教 賀 １．小 の 療 に する 研究

１． 性 の と 療に する研究

２． の 機 の

３． に する 子の

１． 性 の 学的

２． リル ン の 学的

１． 合 の 、 の検

２． 薬 療の の 用に する研究

１． の 研究

２． とメン ル ルスの疫学研究

３． を する ル スの と評価

１． 合 の ・ の研究

２．不 動を に する研究

３ 合 の 研究

１．高 者の せん の に 用な生 の 研究

２． に する社会機能 の実 査

３．電 けいれん療法（ ）に する 施 に る

方 研究

１． 疫性 における 性 細 の研究

２． 性 の 療に する研究

３．先 性 の 子 療

４． 性 の 機 に する研究

１． ル ー性 の と 療に する研究

２． における 子検出に する研究

３． 性 の と 療に する研究

１． 除 における合 に する 研究

２．消 に対する 疫療法の

３． 機能に する研究

４．消 メカ ムの

． に する 入研究

６． と 細 との 用

１． と に する研究

２． に する研究

３．大 における に する研究

１． 除の 性 に する研究

２． 疫 療における生 の

１． の についての研究

２． ッ 除の 用性と 性の研究

３．人 知能 を用いた と 囲 の 動認 の研究

消 外科、
・小 ・一般外科

知子

の教 は ３月に、 の教 は ３月に定 を えます。

を希望する場合は、 な 必 です。

内科学
（内科）

科学
（ 科）

子教

英

外科学 （外科）

内科学
（内科）

小 科学
（小 科）

教

特 教

教

医学
（ 科）

教

内 内科、
内科

教

教

内科
内科学
（内科）

内科

高 文

本教

教

− 20−



別 ２

（ 月１日 ）

所 ・ 等 名 名 な研究内 等

１． 動 パス ルの研究

２． 大 の の研究

３． の 式お び の研究

４． 性大動 の研究お び の研究

１． に対する

２． に対する 法の研究

３． 外科 におけるダ ンチ

４． 間・ 間 方法の研究

．動的 を用いた 除 の 機能の評価

１． に対する 式

２． に対する ーシ ン

３． に対する 内 システム

４． 時の 検出法お び 法の

． 疫 と 小 に する研究

１． 大動 の の研究

２． 性大動 に対する 式検 と の研究

３．動 の 性の検 と の 用

４．大動 の 式お び の研究

１． の に する研究

２．人 の に する研究

３ と に対する 生医療学的研究

１． の と 療に する研究

２． ・ の と 療に する研究

３． 代 に する研究

１． の メカ ムの

２． の

１．大 ン ンジメン に する研究

２． 不 に する研究

３． の と ン ン に する研究

１．細 ンチャネルの 的 に る 性 法

お び 療法の

２． リ チ 者における 動性 の際の薬 使用

の 研究

３． リ チ 者における人 の 度と

者 評価の 研究

１．動 の 子 と 的

２． 動 の 子 と 的

３． の 外科 療法

４． の疫学

１． に対する 学的 療法の研究

２． の 性及び 性に する研究

３．内 に る 療の適 に する研究

１．内 てん んの と 療に する研究

２． 生 学的検査の に する研究

３． の と 療に する研究

１． に対する と 療

２． の と 療

１． 細 に る ル ー のメカ ムと の

２． 性 の

３．ス の

の教 は ３月に、 の教 は ３月に定 を えます。

を希望する場合は、 な 必 です。

科・
外科学

（ 科・
外科）

（ 定教 ）教

教

大

外科学
（ 外科）

教

大

外科学 （外科）
外科、
外科

教

教

外科学 （外科）
外科、
外科

外科学
（ 外科）

教

木

外科、
外科

外科学 （外科）

大教

特

範

英

− 21−



別 ２

（ 月１日 ）

所 ・ 等 名 名 な研究内 等

１． における の研究

２． ル ー性 の

３． における 生と の

１． 人科 （子 ・ ・ ッ ）

２．子 内 ・子

３．生 内 学・不

１． 人科 に対する ッ

２． ルガ を用いた 人科 の 療 性

３．子 内 の 機

１． の と 療お び 法の

２． における と 療の

３．子 内 に する研究

４． 合 に対する 研究

１． 性医学

２． 性の

１．小 科 （ 、 に する研究）

２．小 に する研究

３．小 における の 用

１． ッ お び に する研究

２． に対する の 薬

３． のプ テ ス研究

１． の 子生 学

２． 内薬 療

１． 子 内薬 動 の研究

２． に する研究

１． 子 内薬 動 ・ カ ン動 の研究

２．カ ルを用いた 内薬 動 ・ カ ン動 の研究

３． 子 に する しい 方法の研究

１． リン 法の

２． ・ 薬に る 用の

１． 送 ンパ 質に 目した、 薬の メカ

ムにおける 子 の

２． 薬に る ペースメーカー機能に対する 用の研究

３． 薬と ンチャネルとの 用における電 生 学的、

子生 学的

４．不 生に わる ン機 に対する 薬の 用の研究

１． 機能 法を用いた みの 内メカ ムの

２． 性 に対する 学的 療

３．パルス高 法を用いた 療の

１． 、 を用いた の 、機能 の の研究

２．人 知能の の 用

３． を用いた生 内の れの研究

１．動 を用いた 性 、 性 における

時の の評価

２．動 を用いた 性 、 性 における

時の 度の評価

３． 動 囲 の リ ス を用いた高 療方法の

１．限 性 の 療に する 研究

２． 性 に対する 的定 照 の 性と

性に する き研究

の教 は ３月に、 の教 は ３月に定 を えます。

を希望する場合は、 な 必 です。

医学
（ 科、 ）

教

教

教

木 志

性 療科科学 人科学

科・
外科学

（ 科・
外科）

科学
（ 科）

子 療科

一

科学 人科学

学
（ 科、ペ ン

リ ッ 科）

科学 （ 科）

教

人

小 希子

教

教

（ 定教 ）教

一

子
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別 ２

（ 月１日 ）

所 ・ 等 名 名 な研究内 等

１．人 知能を用いた の 高 細 の 質 に する研究

２． の 度 に する取り み

３．小 の 度 に する取り み

４． の 度 に する取り み

１． 療に する研究

２． お び 療に する研究

３． に する研究

４． 時 に する研究

． に する研究

６． ンプ ン 療に する研究

１． 出 面 に するメカ ムの お び

生 料の

２． 的 内細 の

３． 面 と 時 と との 性の

１． 子 の 適用

２． 子 の生 学的機能の

３． ん特 的 ーカーを用いた と 療の

４． を 的とする 子 薬

１． 学

２． ・ 人科

１． 外 の 学的 療に する研究

２． ・ 生に する 的研究

３． 療 の

４． における ン ・ の取り み

１． 大 時の 機能 と不 に する研究

２． の に する研究

３． ・ 性シ ッ の疫学研究

１． 時における 不 の機 の

１． ん 子の 定と機能 に る ん機 の

２． ス、プ テ ス に る 的 ん 機 の

３． んの 子 的 療薬（ 子・ ・ 医薬）の

んペプチ チンお び 疫 薬の と ンス

シ ルリ ーチ

４． んの個別 医療に けた ーカーと 子

システムの と ンス シ ルリ ーチ

． 試料の ン と 用に る研究 動

１．消 の 機 の と 療法の

２．消 における 小 の

３． んに対する 疫細 療法の

１．内科 学

２． 医療

３． ・電 質 の と

４． を用いた医学教育方法の

１． 性 不 の 生 と 療

２．プ リ における高 の と 療

３．シ ュ ーシ ン医学教育

１．内 的 の と

２． の適 と合

３． （ ー チーム） 動と

１． の 医療 に する研究

２． 者教育と 教育の 的な方法に する研究

１． 内科 療における に する研究

２． 性 の

１．大 の 学的 療

２． の

３． 受性試験

４． 学（ ・ 療・ ）

志

教

教

教

教

教

総合外科学

の教 は ３月に、 の教 は ３月に定 を えます。

を希望する場合は、 な 必 です。

総合内科学

大 人

本

検査医学
（検査 ）

人

教

中 療医学
（ 中 療 、

総合 療 ）

医学
（ 科、 ）

目 英教

教

教

教 子

科 外科学
（ 科 外科）

学
（ ン ー）
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別 ２

（ 月１日 ）

所 ・ 等 名 名 な研究内 等

１． 外科・ 外科 療における 性と 性の研究

２． ・ の外科 療の研究

３．消 性 の 療における 性と 性の研究

１．消 外科 学に する研

２． スの

３． 除 に する 研究

１． しい ン シン 定法の

２． の 出 に対する

１． 的 り法を用いた の 用性に する研究

２． の リン に する研究

３． 接 に対する 合 と生 に する研究

１． 範囲 に対して 生を可能にするス ャ ー

ル の

２． 性 に対する 生 に代わる 代 療の

１．消 に対する 療の

２．消 のた の 法に する研究

３． 内 生 に 目した消 生における

１． 療法学

２． 性 の お び 機 の

１． 細 の特性

２． 細 の特性

１． に する研究

２． ・ の 機 に する研究

３． の 学的 療

１．医用電子 学

２．医療 システム

３． の生 学

１． 質 ンス ー ーお び 質代 に する研究

２． 質 法の

３．個別 薬 療法に する研究

１． 質 ンス ー ーに する研究

２． ンス ー ーに する研究

１．外科 学に する研究

２． しい ン シン 定法の

３．大 ・ 性 の 療に する研究

代 一 １． 内 対 システム

１ 性 ・ の と 療に する研究

２ 外科 における ージャリーに る

プ ーチ

３ 性 ・ 間 の と 療に する研究

１．生 に対する認 査 ン ーネッ 査に る

一般 の の

２． ン ーネッ を 用した研究参加希望者 システムの

３． 法における 先 を る 論の 判的検

１．人 に する研究

２．リ チ性 の疫学 査

３． 動 リハ リテーシ ンに する研究

１． 性 における の 機 の

２． 性 における 機能 機 の

１． 性 ・認知 の

２． 医薬を用いた 性 ・認知 の 本 療法

３． 機能・高 機能 、 を用いた 性 ・

認知 の ーカー

総合外科学

学医療 療

外科学

薬

教 人

教

リハ リテーシ ン

療

教

子 学

研究 ン ー

医 教育 ン ー

の教 は ３月に、 の教 は ３月に定 を えます。

を希望する場合は、 な 必 です。

子特

特 教

本教医療

教

人教

医療

志・細 療

教

木 英

子

し
療学

研究 ン ー

（ 定教 ）教

教
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別 ２

（ 月１日 ）

所 ・ 等 名 名 な研究内 等

１． ル ハ ー の 機 の と 療 的の

２．認知 の 法の

３． 性 の と ・ 療法の

１． 類 細 に する研究

２． 子 え ル の と リン 研究

３． 類の 生・ 生の研究

４． 生の 子機

１． プ ー に る 小 ス ス薬の 及び 用研究

２． 合 の に 点を当てた 性 性

の細 の

３． 子 え ル ハ ー ル ルを

用いた ・ 療法の

１． ル ハ ー ル スを用いた メカ ムの

２． ス ス の 性 持に及 す の

１． ル ハ ー をは とする 性 のメカ ムの

とパーム コ リ ールな の 質に る

療法に する研究

２． コ リ ール に る 内細 と 内メ リ ムの

と認知機能との についての動 ルを用いた研究

３． ル ハ ー 子 入 細 に対する コ リ

ールの ームの 検

４． コ リ ール した ル ハ ー ル スの

における ンス リプ ーム、プ テ ーム、メ

ームの総合的 （ ーシ 国 大学との 研究）

１．医療機 のた の 機 の研究

２． 性医療機 の研究

３． 性 ッ 機

４．

１． の における 細 の 性 機 の

２． 内における 面中 と ージの 用

３． んにおける ージの

１． 性 性 （ ）の

２． コ ー ー を用いた 研究

１．コン ュー シ ュ ーシ ンに る不 療の

２． 性 細動 ーシ ン医療機 と 式の

３．生 医 学・ ・人 知能等に る

４． 細 シー の 療・ 薬 の 用

１． の の研究

２． 間ガスの の研究

３．ハ パ ー ンス コン ューティン

教 １．医学教育学

１．動 ルを用いた ・ に する研究

２． の 及び の に する

３． しい３ システムを用いた 研究

１． ・生 の疫学

２． ・生 の 医学

３． 疫学

１． ・代 性 ・生 の疫学・ 医学

２． ・ 性動 の疫学研究

３．メ スに る認知 の

１．生 の研究

２． ッ ー

３．疫学研究

教

医学・ 学教育
ン ー 所 一

教

研究 ン ー

医学研究
（ 定教 ）

実験実 ン ー 教

本 子特 教

特 教

教

国際 研究

的研究

動 生命科学研究
ン ー

医学

文教

教

本 一教

教

総合 ン ー

小 子教ン ー

一教

の教 は ３月に、 の教 は ３月に定 を えます。

を希望する場合は、 な 必 です。

先端疫学

疫学研究 ン ー

先端医療研究 特 教

し
療学

的研究 ン ー

教 大
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別 ２

（ 月１日 ）

所 ・ 等 名 名 な研究内 等

１．疫学研究における 計 法の

２． ・ 医療 ー ス研究のた の 計 法の

３．身 動、加 に する疫学研究

１． 代医療システム

２． ッ に る ーシ ン外科

３．外科

４． ス

． 性 学療法

１． の と お び接 子

２． 範囲の ッ ン

３． 学療法の細 性 疫に対する

１． の 機 と

２． コン リ の

３． の 子 療

１．代 と の研究

２． コン リ ジ ネシス

教

教

先 的医療研究
（ 研究 ）

特別教

医療教育研究 点

医療 計学疫学研究 ン ー

の教 は ３月に、 の教 は ３月に定 を えます。

を希望する場合は、 な 必 です。

教

合

子

教

子
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